
 

 

 

 

☆彡 元気いっぱい 笑顔いっぱい １学期  
早いもので令和６年度の１学期が終わりました。浦川小で過ごす最後の１年間。そして児

童数は８人。寂しさを感じてしまいますが、そんなことはありません。始業式から始まり、佐
小との合同遠足、茶摘み体験、稚鮎の放流、分校巡り、浮森運動会、合同野外教室、水泳記録
会等、どの活動においても、子供たちは、主体的にかつ粘り強く取り組み、自分を成長させる
ことができました。日常生活においても、友達と楽しく話をしたり、昼休みにみんなで元気
にサッカーや鬼ごっこ等をして遊んだりする姿が見られました。元気いっぱい笑顔いっぱい
の１学期でした。 
７月２０日（土）から８月２９日（木）まで、４１日間の夏休みに入ります。子供たちも地域や家

庭の一員としての役割を果たしながら、決まりを守って安全に楽しく生活し、「よく遊び、よく学び、

よく働く」ことができる夏休みにしていきたいと思います。家庭や地域の皆様のお力添えを、よろし

くお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 『早く大きくなって帰ってきてね ～稚鮎放流～』 

浦川小学校 学校だより 

令和６年度 第３号 

令和６年７月１９日 

『初めて茶摘みしたよ ～茶摘み体験～』 『タイミングを合わせて漕ごう ～野外教室～』 

『ヤッホッ！！ ～合同遠足～』 



■「君はひとりぼっちではない」 ～ ６/２４会礼 校長の話より ～ 
６月は命を大切にする月間です。クラスでは、道徳で命に関することについて考えました。そして全

校道徳では、「生きる希望を持つこと」、そして、「命を大切にするために」などについてグループで真

剣に話し合っていました。生きるためには「命」が必要です。そして、何気なく生活して生きていま

すが、あることでその生きることに疲れてしまうことがあるのです。そこで今日は、生きる希望をも

つために「君はひとりぼっちじゃない」という内容でお話をしていきます。キーワードは「心のささ

え」です。まずは、本を読み聞かせします。題名は「カーくんと森のなかまたち」という本です。 

みなさんは、この本からカー君の仲間たちのよさ、そして、カー君のよさも分かったようですね。

さて、ちょっと振り返ってみましょう。この主人公のカー君の悩みは何だったのでしょう。そう、「僕

が僕でいることがつまらない」でしたね。さらに、カー君は悩んで辛くなりました。「自分で自分がつ

まらなくなる」「自分なんかいなくてもいい」「自分なんか消えてしまいたい」そんな気持ちの中、話

を聞いてくれたのは、シマフクロウのホー先生でした。話をしたカー君はホッとしました。そして、

寝てしまい、誰もいない森でひとりぼっちでした。カー君が見た不思議な光は何だったのでしょう。

それは、「君は一人ではないというメッセージ」だったのです。つまり仲間がカー君を救ったのです。 

 困った時や辛い時には、ひとりで悩まないで誰かに相談をしましょう。相談する人は、家族や親友、

先生など色々います。話すことで気分が楽になります。きっと寄り添ってくれます。あなたも私も自

分しかできないいいところが必ずあります。それを認め合い、大切な命を守っていきましょう。君は、

ひとりじゃない。この写真のように多くの人がみなさんを守ってくれています。これからもすばらし

い仲間と共に歩んでいきましょう。そして、困った時には、 

仲間に頼りましょう。 

一つしかない大切な命を、みんなが支えてくれます。 

                     

 

 
 

 

 

浦川小ブログのQRコ
ードです。こちらでも
子供たちの日々の成⾧
を御覧ください。 

【あらすじ】 

 春の森にホシガラスのカー君がいました。しかし、カー君はなんだか元気がありません。そこにシロ

フクロウのホー先生がやってきました。そこでカー君は、みんながどんなにすごくて、じぶんがどんな

にだめなのかホー先生に話し始めました。アマツバメのツバサくんは、素早く飛ぶ姿がかっこいい。ヤ

イロチョウのミドリさんは、色とりどりの羽をまとっているから美しい。クロツグミのウタちゃんは、

すばらしいさえずりの声がすてき。ヤマセミのショウタくんは、川の中から魚や虫を上手に取るからす

ごい。それらの友達を見ていたら、自分がつまらなくなり、「いてもいなくてもいい、もう、誰もいない

ところに行きたい」と言いました。ホー先生にすっかり話して、ほっとして寝てしまうカー君。 

 夢の中で、不思議な森に来ました。そこは、生きているものの気配のない寂しい森でした。そしてひ

とりぼっち。カー君は心細くて泣き出してしまいました。仲間を探して疲れ果てた所に、友達の声と光

を見つけました。カー君はその光に吸い込まれたと思うと、目が覚めました。仲間が心配そうに見てい

ます。そこで、みんながカー君のいいところをたくさん話し始めました。そして、カー君は自分の体に

きれいな星があること、森に新しい命を与えていたことが分かり、元気が出てきます。そして、みんな
と共に森で新しい一日を迎えるのでした。 


